
  
 

 
 

特定原子力施設検査実施要領書 
（使用前検査） 

 
東京電力ホールディングス株式会社 

福島第一原子力発電所 
 
 
 
 
 
 

工事の工程：構造、強度又は漏えいに係る試験をすることができる

状態になった時 
対象設備 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

乾式キャスク支持架台 
コンクリートモジュール 

要領書番号：原規規収第 2102032 号 02 
 

 
 
 
 
 

令和５年８月 
 

原子力規制委員会 
 



改訂来歴 

 

東京電力ホールディングス株式会社 福島第一原子力発電所 

特定原子力施設検査（使用前検査） 

工事の工程：構造、強度又は漏えいに係る試験をすることができる状態になった時 

対象設備 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 
乾式キャスク支持架台 
コンクリートモジュール 

要領書番号：原規規収第 2102032 号 02 

 

回 年 月 日 改訂箇所、改訂内容及び改訂理由 

－ 令和５年８月７日 制定 

  

以下余白 

  



目     次 
 

Ⅰ．検査目的及び検査項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

Ⅱ．検査対象設備及び範囲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

Ⅲ．検査場所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

Ⅳ．実施計画の認可関係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

Ⅴ．検査方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

Ⅵ．判定基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

Ⅶ．添付資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

１．計測方法及び許容寸法 

２．使用前検査成績書様式 

３．関連図書及び詳細手順 

資料１．実施計画（抜粋） 

資料２．検査範囲図 

資料３．寸法計測要領 

 

（最終頁３４） 
 



1 

Ⅰ．検査目的及び検査項目 
本検査は、東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に

関する規則（以下「規則」という。）第２０条第１項の表第一号の工事の工程に係る検査項目の使用

前検査について、福島第一原子力発電所に係る使用済燃料乾式キャスク仮保管設備のうち乾式キャス

ク支持架台及びコンクリートモジュールの工事が認可された実施計画（＊１）に従い行われているこ

とを確認するもので、以下の検査を実施する。 

なお、乾式キャスク支持架台、コンクリートモジュールの規則第２０条第１項の表第三号の工事の

工程に係る検査については、別要領書（原規規収第 2102032 号 01）にて実施する。 

 

１．材料検査 

２．寸法検査 

３．外観検査 

４．組立て及び据付け状態を確認する検査（以下「組立・据付検査」という。） 

 

＊１：認可された実施計画とは、原子力事業者等が核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制

に関する法律第６４条の２第２項の規定に基づき原子力規制委員会に提出し、認可され

た実施計画 

 

Ⅱ．検査対象設備及び範囲 
検査の対象は、実施計画に記載された以下の設備とする。 
詳細は、添付資料－３「関連図書及び詳細手順」資料１．「実施計画（抜粋）」を参照のこと。 

機器名称 数量等 

使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 
乾式キャスク支持架台 
コンクリートモジュール 

９基 

 

Ⅲ．検査場所 
申請書「検査を受けようとする場所」の欄に記載のとおり。 

 

Ⅳ．実施計画の認可関係 

認 可 番 号 

（ 認 可 年 月 日 ） 
認 可 機 器 

原規福発第 1308142 号 

（平成２５年８月１４日） 

原規規発第 2009291 号 

（令和２年９月２９日） 

使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 
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Ⅴ．検査方法 

共通事項 

（１）使用前検査申請書の確認 

ａ．本検査に係る使用前検査申請書（変更申請を含む。）が準備されていることを確認する。 

ｂ．検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。 

 

１．材料検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

２）検査手順 

実施計画に記載されている材料が使用されていることを申請者の品質記録により確認する。 

 

２．寸法検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ．使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限内で

あることを校正記録等により確認する。 

２）検査手順 

実施計画に記載されている主要寸法を申請者の品質記録により確認する。 

許容寸法は添付資料－１「計測方法及び許容寸法」を参照のこと。 
 

３．外観検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

２）検査手順 

検査対象の外観について、健全性に影響を及ぼす表面のかき傷、クラック、変形等の有害な欠 

陥がないことを立会により確認する。 

 

４．組立・据付検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ．支持架台についてはキャスクが設置されていることを確認する。 

ｄ．コンクリートモジュールについてはキャスクが収納されていることを確認する。 

２）検査手順 

検査対象の組立て状態並びに据付け位置及び据付け状態を立会により確認する。 

乾式キャスク支持架台及びコンクリートモジュールについては固定用ボルトの員数確認を含む。 
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Ⅵ．判定基準 

１．材料検査 

実施計画のとおりであること。 
 

２．寸法検査 

実施計画に記載されている各部の主要寸法の計測値が許容寸法の範囲内であること。 
 

３．外観検査 

機器等の健全性に影響を及ぼす表面のかき傷、クラック、変形等の有害な欠陥がないこと。 
 

４．組立・据付検査 

（１）乾式キャスク支持架台 

実施計画のとおりに組立て、据付けられていること。 

鋼製支持架台１箇所につき７本（合計２８本）の基礎ボルトで固定されていること。 

 （２）コンクリートモジュール 

実施計画のとおりに組立て、据付けられていること。 

ベースプレート１箇所につき３本のアンカーボルトで固定されていること。 
 
 
Ⅶ．添付資料 
１．計測方法及び許容寸法 
２．使用前検査成績書様式 
３．関連図書及び詳細手順 

資料１．実施計画（抜粋） 
資料２．検査範囲図 
資料３．寸法計測要領 
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添付資料－１ 

 

計測方法及び許容寸法 
 

 

設備名：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：乾式キャスク支持架台（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

対象機器：コンクリートモジュール（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

名称 
実施計画記載値

(mm) 

許容寸法 

(mm)＊ 
計測方法 

乾
式

支
持
架
台 

ボルト穴と反キャスク側底板端

部との距離 
70  

添付資料－３「関連図書

及び詳細手順」、資料

３．「寸法計測要領」に

よる。 

ボルト穴とキャスク側底板端部

との距離 
190  

底板側端部とボルト穴との距離 730  

 

天板パネル厚さ 200  

側板パネル厚さ 200  

ベースプレート厚さ 19  

側板・天板接合プレート厚さ 6  

側板・天板コーナ 

接合プレート厚さ 
9  

給・排気口 

幅 

1300  

1200  

1140  

高さ 400  

備考 

＊ 許容寸法は、実施計画 別冊８ 別表４‐２及び５‐２による。 
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添付資料－２ 

 

 

 

 

 

 

特定原子力施設検査成績書 
（使用前検査） 

 
東京電力ホールディングス株式会社 

福島第一原子力発電所 
 
 
 
 
 
 
 

工事の工程：構造、強度又は漏えいに係る試験をすることができる

状態になった時 
対象設備 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

乾式キャスク支持架台 
コンクリートモジュール 

要領書番号：原規規収第 2102032 号 02 
 
 
 
 
 

   年  月 

 

原子力規制委員会 
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使 用 前 検 査 成 績 書 

 

１．施  設  名 東京電力ホールディングス株式会社 福島第一原子力発電所 

 

 

２．検査の種類 東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核

燃料物質の防護に関する規則第２０条第１項の表第一号に係る使用済

燃料乾式キャスク仮保管設備のうち乾式キャスク支持架台及びコンク

リートモジュールの使用前検査 

 

 

３．検 査 申 請 使用前検査申請番号 

 

 

 

 

４．検 査 期 日 自      年  月  日 

 

 至      年  月  日 

 

 

５．検 査 場 所  

 

 

 

６．検査実施者 検査実施者一覧表のとおり 

 

 

７．検 査 結 果 検査結果一覧表のとおり 

 

 

８．添 付 資 料 （１）検査前確認事項 

 （２）材料検査記録 

 （３）寸法検査記録 

 （４）外観検査記録 

 （５）組立・据付検査記録 
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検 査 実 施 者 一 覧 表 
 

検査年月日 原 子 力 検 査 官 検 査 立 会 責 任 者 特 記 事 項 

    年  月  日 

   

    年  月  日 

   

    年  月  日 
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検 査 結 果 一 覧 表 

 

設備名：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲 材料検査 寸法検査 外観検査 組立・据付検査 備考 

乾式キャスク支持架台 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

 

    

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

 

    

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

 

    

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 
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検 査 結 果 一 覧 表 

 

設備名：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

検査範囲 材料検査 寸法検査 外観検査 組立・据付検査 備考 

コンクリートモジュール 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

 

    

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

 

    

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

 

    

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 

年 

  月  日 
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添付資料－（１）（１／５） 

 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 
 
 

検査場所：               

検査項目：共通事項 

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考 

本検査に係る使用前検査申請書

（変更申請を含む。）が準備され

ていることを確認する。※ 

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

検査をする工事の工程、期日及

び場所が申請書どおりであるこ

とを確認する。 

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

記録 
年 

月  日 
  

（※）使用前検査成績書の「３．検査申請」に申請番号（変更申請番号を含む。）を記載する。 



11 

添付資料－（１）（２／５） 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：乾式キャスク支持架台（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

検査項目：材料検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

検査項目：寸法検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

記録 校正記録等   
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添付資料－（１）（３／５） 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：乾式キャスク支持架台（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

検査項目：外観検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

検査項目：組立・据付検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

キャスクが設置されていることを確認する。 
立会又は 

記録 

立会又は 

品質記録 
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添付資料－（１）（４／５） 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：コンクリートモジュール（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

検査項目 ：材料検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

検査項目：寸法検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

記録 校正記録等   
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添付資料－（１）（５／５） 

検 査 前 確 認 事 項 

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：コンクリートモジュール（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

検査項目：外観検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

 

 

 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

検査項目：組立・据付検査 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

キャスクが収納されていることを確認する。 
立会又は 

記録 

立会又は 

品質記録 
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添付資料－（２）（１／２） 

 

材料検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：乾式キャスク支持架台（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：                 

名称 材 料 判定基準 結果 

鋼製支持架台 SM490A 

実施計画のとお

りであること。 

 

基礎ボルト 
S45C 

（ボルト呼び径 M36） 
 

備考 

申請者の検査記録により確認 

検査記録（名称、検査日） ：  
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添付資料－（２）（２／２） 

材料検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：コンクリートモジュール（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：                 

名称 材 料 判定基準 結果 

ベースプレート 

SS400 

実施計画のとお

りであること。 

 

側板・天板接合プレート  

側板・天板コーナ 

接合プレート 
 

アンカーボルト 
SS400 

（ボルト呼び径 M20） 
 

パネル 鉄筋コンクリート  

備考 

申請者の検査記録により確認 

検査記録（名称、検査日） ：  
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添付資料－（３）（１／２） 

寸法検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：乾式キャスク支持架台（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：                 

名称 
公称値※ 

記載値(mm) 

許容寸法 

(mm) 

計測値 

(mm) 
判定基準 結果 

ボルト穴と反キャスク

側底板端部との距離 
70   実施計画に記載

されている各部

の主要寸法の計

測値が許容寸法

の範囲内である

こと。 

 
ボルト穴とキャスク側

底板端部との距離 
190   

底板側端部とボルト穴

との距離 
730   

備考 

申請者の検査記録により確認 

検査記録（名称、検査日） ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 

※ 実施計画記載値 
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添付資料－（３）（２／２） 

寸法検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：コンクリートモジュール（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：                 

名称 
公称値※ 

記載値(mm) 

許容寸法 

(mm) 

計測値 

(mm) 
判定基準 結果 

天板パネル厚さ 200   

実施計画に記

載されている

各部の主要寸

法の計測値が

許容寸法の範

囲内であるこ

と。 

 

側板パネル厚さ 200   

ベースプレート厚さ 19   

側板・天板接合 

プレート厚さ 
6   

側板・天板コーナ接

合プレート厚さ 
9   

給・排気口 

幅 

1300   

1200   

1140   

高さ 400   

備考 

申請者の検査記録により確認 

検査記録（名称、検査日） ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 

※ 実施計画記載値 
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添付資料－（４）（１／２） 

 

外観検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：乾式キャスク支持架台（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：                 

名称 判定基準 結果 

乾式キャスク支持架台 
機器等の健全性に影響を及ぼす表面のかき傷、

クラック、変形等の有害な欠陥がないこと。 
 

備考 
立会により確認 

 



20 

添付資料－（４）（２／２） 

 

外観検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：コンクリートモジュール（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：                 

名称 判定基準 結果 

コンクリートモジュール 
機器等の健全性に影響を及ぼす表面のかき傷、

クラック、変形等の有害な欠陥がないこと。 
 

備考 
 立会により確認 
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添付資料－（５）（１／２） 

組立・据付検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：乾式キャスク支持架台（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：                 

名 称 判 定 基 準 結果 

乾式キャスク支持架台 

実施計画のとおりに組立て、据付け

られていること。 

鋼製支持架台１箇所につき７本（合

計２８本）の基礎ボルトで固定され

ていること。 

 

備考 
立会により確認 
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添付資料－（５）（２／２） 

 

組立・据付検査記録 

 

検査年月日：    年   月   日 

検査場所 ：              

 

設備名 ：使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 

対象機器：コンクリートモジュール（輸送貯蔵兼用キャスクＢ） 

機器番号：                 

名 称 判 定 基 準 結果 

コンクリートモジュール 

実施計画のとおりに組立て、据付けら

れていること。 

ベースプレート１箇所につき３本の

アンカーボルトで固定されているこ

と。 

 

備考 
立会により確認 
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添付資料－３ 

 

関連図書及び詳細手順 
 

 

 

資料１．実施計画（抜粋） 
資料２．検査範囲図 
資料３．寸法計測要領 
 
注）資料１．は実施計画より抜粋した。資料２．及び資料３．は申請者の情報をもとに作成した

資料である。 
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資料１．（１／９） 

 

実施計画（抜粋） 
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資料１．（２／９） 
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資料１．（３／９） 
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資料１．（４／９） 
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資料１．（５／９） 
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資料１．（６／９） 

 

 
 

 

 
  



 

30 
 

3
0
 

資料１．（７／９） 
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資料１．（８／９） 

 

別冊８ 使用済燃料乾式キャスク仮保管設備に係る補足説明（抜粋） 
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資料１．（９／９） 
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資料２． 

 

検 査 範 囲 図 

 

 

 

乾式キャスク仮保管設備配置概要 
  

: 検査対象位置 

（73～81 号機） 
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資料３． 
 

寸法計測要領 

 

計測箇所 計測方法 

乾式キャスク

支持架台 

ボルト穴と反キャスク側底板

端部との距離 

反キャスク側 2点について、反キャスク側底板端

部と反キャスク側ボルト穴中心の距離を計測す

る。 

ボルト穴とキャスク側底板端

部との距離 

キャスク側 2 点について、キャスク側底板端部と

キャスク側ボルト穴中心の距離を計測する。 

底板側端部とボルト穴との距

離 

反キャスク側 2点について、ボルト穴中心とボル

ト穴反対側の底板端部の距離を計測する。 

コンクリート

モジュール 

天板パネル厚さ 
パネルごとそれぞれ四つ角を１点ずつ合計４点

のパネル厚さを計測する。 

側板パネル厚さ 
パネルごとそれぞれ四つ角を１点ずつ合計４点

のパネル厚さを計測する。 

ベースプレート厚さ 
各面について、任意の箇所１点のプレート厚さを

計測する。 

側板・天板接合プレート厚さ 
各面について、任意の箇所１点のプレート厚さを

計測する。 

側板・天板コーナ接合プレー

ト厚さ 

各面について、任意の箇所１点のプレート厚さを

計測する。 

給・排気口 

幅 
開口部幅について、任意の開口部端部近辺の箇所

2点を計測する。 

高さ 
開口部高さについて、任意の開口部端部近辺の箇

所2点を計測する。 

 




